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経
済
政
策
形
成
の
論
理
と
現

実

野
口
旭

著

　
経
済
学
の
役
割
は
こ
れ
ま

で
、
そ
の
知
見
を
通
じ
て
社

会
を
よ
り
よ
く
す
る
こ
と
に

あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。

そ
し
て
、
経
済
政
策
は
、
そ

の
た
め
の
重
要
な
手
段
と
考

え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

現
実
に
行
わ
れ
て
き
た
さ
ま

ざ
ま
な
経
済
政
策
は
、
必
ず

し
も
そ
の
社
会
的
要
請
に
か

な
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
本
書
は
、
経
済
政
策
と
は

何
か
を
、
現
実
の
経
済
政
策

を
素
材
に
し
な
が
ら
論
じ
た

上
で
、
問
題
点
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
経
済
政
策
を
生
み
出
す
の

は
専
門
世
界
で
あ
る
が
、
そ

れ
を
最
終
的
に
承
認
す
る
の

は
一
般
社
会
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
経
済
政
策
が
そ
の

本
来
の
目
的
に
か
な
う
た
め

に
は
、
専
門
世
界
と
一
般
社

会
と
の
健
全
な
関
わ
り
が
必

要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

（
専
修
大
学
出
版
局
・
本
体

２
８
０
０
円
＋
税
）

著
者（
の
ぐ
ち
・
あ
さ
ひ
）

経
済
学
部
教
授
。
現
代
経
済

入
門
、
国
際
経
済
論
。

研究
種目 氏名 所属・職名 研究課題名

基
盤
研
究
Ｂ

小池　隆生 経済学部教授 「生活最低限」の地域性と貧困の「農村的性格」
を基礎にした貧困対策に関する調査研究

飯　　考行 法学部教授 津波・事故死亡事案における犠牲者遺族の活
動と法と社会への影響に関する実証研究

渡辺　達朗 商学部教授 商店街の多様性とコミュニティ対応力の評価
：地域商店街活性化法の効果検証の観点から

高岡　貞夫 文学部教授 高山地域のジオダイバーシティが生物多様性
創出に果たす役割

望月　俊男 ネットワーク情報
学部准教授

一見矛盾する事実から真実を導き出す能力を
育む協調学習環境の開発と実践的評価

基
盤
研
究
Ｃ

泉　　留維 経済学部教授 地域循環型社会に向けた「木の駅」方式の地域
通貨による資源管理に関する研究

小西　恵美 経済学部教授 長い18世紀イギリスの都市化における小売業
の役割

西山　貴弘 経営学部准教授 多様な状況における統計的仮説検定方式の開
発とその応用

巴山　竜来 経営学部准教授 コンピュータ援用による旗領域の組み合せ論
的研究

石川　和男 商学部教授 小規模零細小売・サービス事業者の事業承継
課題と伝達ノウハウに関する研究

櫻井　康弘 商学部教授 会計情報システムの組織適合性に関する総合
的研究

田畠　真弓 商学部教授 人材紹介会社が東アジアのグローバル人材の
国際間移動に果たす役割

成岡　浩一 商学部教授 研究開発投資、イノベーションとその会計・
開示行動

本田　竜広 商学部教授 有限無限次元複素バナッハ空間の等質単位球
上の正則写像に関する研究

三浦　　弘 文学部教授 英語の地域的変遷史を融合させた社会音声学
の実践

米村みゆき 文学部教授 日本統治期における児童文化の伝搬と受容に
関する比較と調査研究

廣川　和花 文学部准教授 医療記録からみる日本医療の「近代化」過程
― 医療費・家族・診療録 ―

上杉　妙子 文学部
非常勤講師

多民族国家の民軍関係に関する人類学的研究
― インド陸軍ゴルカ兵を事例として ー

王　　伸子 国際コミュニケー
ション学部教授

ナレーション音声による日本語教材の開発
― 効果の実証的研究と教材開発 ー

根岸　徹郎 国際コミュニケー
ション学部教授

詩人大使クローデルの活動を通した1920年
代の日仏文化外交・交流の実態調査と研究

早川眞一郎 法務研究科教授 国際家族法における「子の最善利益」

瀬戸口龍一 大学史資料室
室長

明治期における経済学・商学教育の地方伝播
に関する基礎的研究

若
手
研
究

森田　公之 経済学部講師 育成を促すフィードバックについての理論研
究

李　春　霞 経済学部助教 日本・中国企業の国際特許共同出願に関する
研究

髙橋　脩一 法学部准教授 裁判手続のIT化と民事訴訟記録へのIT技術を
通じたアクセスのあり方について

池田　彩夏 人間科学部講師 幼児・児童における集団責任の認識の発達プ
ロセスの解明

大澤　逸平 法務研究科
准教授

分割的因果関係論による責任成立論・減責論
・求償論への包括的アプローチの可能性

井上　弘樹 経済学研究科
特別研究員

寄生虫症と地域社会をめぐる医療社会史
：20世紀前半の日本と植民地期の台湾

2020年度 新規採択一覧

　
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
つ
な
が
っ
て
生

態
系
を
作
り
、
そ
の
便
益
を
受
け
て
私
た

ち
の
経
済
は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
私
が

専
門
と
す
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
経
済
学
（
生
態

経
済
学
）
で
は
、
生
態
系
の
部
分
系
と
し

て
経
済
を
捉
え
、
人
間
の
豊
か
さ
の
あ
り

方
を
探
求
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
今
、「
木
の
駅
」
と
呼
ば
れ
る

地
域
通
貨
が
静
か
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

人
の
手
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
里
山
は

継
続
的
な
利
用
と
管
理
が
な
い
と
維
持
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
過
疎
化
、
高
齢
化
に

よ
る
担
い
手
不
足
で
放
置
山
林
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
自
然
環
境
の
劣
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
の
取
り
組
み
の
一
つ
が

「
木
の
駅
」
で
す
。

　
間
伐
材
を
切
り
出
し
、
所
定
の
場
に
運

び
込
め
ば
地
域
通
貨
と
交
換
。
地
域
通
貨

は
、
そ
の
地
域
の
商
店
で
使
い
、
間
伐
材

も
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
温
泉
な
ど
、
可
能

な
限
り
そ
の
地
域
で
活
用
し
ま
す
。
２
０

０
９
年
か
ら
始
ま
り
、
現
在
は
全
国
約
80

カ
所
で
稼
働
し
て
い
ま
す
。
地
域
通
貨
は

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年

立
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
多
く
が
「
木
の

駅
」
方
式
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
地
域
の
中
で
も
忘
れ
ら
れ
て

い
た
林
地
残
材
を
再
評
価
し
、
里
山
の
保

全
を
図
る
ほ
か
、
住
民
同
士
の
交
流
を
生

ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
研
究
で
は
「
木
の

駅
」
導
入
に
よ
る
住
民
の
意
識
変
化
、
地

里山資源を生かす地域通貨「木の駅」

泉

留
維

経
済
学
部
教
授

科
研
費
採
択
研
究
か
ら

域
経
済
の
自
立
の
た
め
に
地
域
通
貨
が
果

た
す
役
割
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
い
つ

終
わ
り
が
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
今
般
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
の
も
ろ
さ
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
も
う
少
し
ロ
ー
カ
ル

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
作
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
日
本
の
場
合
、
木
材

や
農
産
物
な
ど
海
外
依
存
度
が
高
い
で
す

が
、
国
内
で
作
れ
な
い
わ
け
で
は
な
く
、

採
算
を
と
る
方
法
も
あ
る
は
ず
で
す
。
も

っ
と
地
域
に
目
を
向
け
、
地
域
を
強
く
し

て
い
く
た
め
の
手
法
の
一
つ
が
地
域
通
貨

で
す
。
さ
ら
に
そ
こ
に
都
市
住
民
も
関
わ

り
、
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
で
、
豊
か

な
環
境
を
後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
度
の
科
学
研

究
費
助
成
事
業（
科
研
費
）の

専
修
大
学
の
採
択
件
数
は
新

規
と
継
続
分
を
合
わ
せ
て
77

件
、
直
接
経
費
９
３
２
５
万

円
。
こ
の
う
ち
新
規
採
択
は

28
件
だ
っ
た
（
下
表
参
照
）
。

　
新
規
採
択
の
研
究
種
目
別

の
内
訳
は
、
１
人
ま
た
は
複

数
の
研
究
者
が
共
同
で
行
う

「
基
盤
研
究
」が
22
件
、
博
士

の
学
位
取
得
後
８
年
未
満
の

研
究
者
が
１
人
で
行
う
「
若

手
研
究
」
が
６
件
だ
っ
た
。

　
科
研
費
は
、
競
争
的
研
究

資
金
で
、
研
究
者
の
自
由
な

発
想
に
基
づ
く
研
究
を
助
成

す
る
仕
組
み
の
一
つ
。
基
礎

か
ら
応
用
ま
で
あ
ら
ゆ
る
学

術
研
究
が
対
象
と
な
る
。
研

究
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
、
専
門
分
野
が
近
い
複
数

の
研
究
者
が
審
査
し
、
採
択

を
決
め
る
。
研
究
期
間
は
基

盤
研
究
が
３
〜
５
年
、
若
手

研
究
が
２
〜
４
年
。
直
接
経

費
は
、
研
究
者
が
研
究
課
題

の
遂
行
に
つ
い
て
自
由
に
使

え
る
経
費
。
独
立
行
政
法
人

日
本
学
術
振
興
会
が
４
月
、

交
付
内
定
を
発
表
し
た
。

科研費に77件採択

2020年度新規は28件

（
い
ず
み
・
る
い
）
東
京
大
学
大
学
院
総
合

文
化
研
究
科
国
際
社
会
科
学
専
攻
博
士
後
期

課
程
単
位
取
得
退
学
。『
コ
モ
ン
ズ
と
地
方

自
治
』（
共
著
）
な
ど
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
家

王
兵
　
現
代
中
国
の
叛
史

土
屋
昌
明

編
著

　
中
国
系
の
映
画
監
督
・
王ワ

ン

兵ビ
ン

の
作
品
を
論
じ
た
本
邦
初

の
専
著
で
す
。
監
督
最
新
作

『
死
霊
魂
』
は
、
１
９
５
７

年
、
中
国
の
夾

き
ょ
う

辺へ
ん

溝こ
う

農
場
で

強
制
労
働
の
あ
と
生
還
し
た

20
数
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
よ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

で
す
。

　
生
還
で
き
た
人
は
５
０
０

人
程
度
、
あ
と
の
２
０
０
０

人
以
上
は
死
亡
（
主
に
餓

死
）
し
た
と
い
い
ま
す
。
背

景
に
毛
沢
東
・
中
国
共
産
党

が
仕
組
ん
だ
「
反
右
派
運

動
」
と
、
中
国
全
国
で
２
０

０
０
万
人
以
上
が
餓
死
し
た

と
い
う
「
大
飢
饉
」
が
あ

り
、
中
国
国
内
で
は
タ
ブ
ー

で
す
。
そ
れ
を
８
時
間
の
作

品
に
し
た
監
督
の
手
腕
は
、

世
界
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
た
一

人
、
和
鳳
鳴
の
映
像
は
す
で

に
『
鳳
鳴
』
と
し
て
単
独
に

発
表
し
、
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
本
書
は
、
最
新
作
を
視
野

に
、
こ
の
『
鳳
鳴
』
の
シ
ナ

リ
オ
を
翻
訳
、
徹
底
的
に
解

読
し
た
鼎
談
を
柱
と
し
、
監

督
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
研

究
者
の
論
文
、
詳
細
な
作
品

解
説
を
付
し
て
い
ま
す
。

（
ポ
ッ
ト
出
版
プ
ラ
ス
・
本

体
３
６
０
０
円
＋
税
）

編
著
者
（
つ
ち
や
・
ま
さ

あ
き
）

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
。
中
国

語
、
中
国
文
化
史
。
　

　８月に予定しておりました2020専修大学カップ

神奈川県学童軟式野球選手権大会（主催：専修大

学・神奈川県野球連盟／後援：神奈川県教育委員

会・テレビ神奈川・神奈川新聞社）は、大会開催

に向けて検討を重ねてまいりましたが、新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため、中止という苦渋の決断をすることといたしました。

　学童、関係者の皆様には大変残念な結果となりましたが、なにとぞご

理解のほど、よろしくお願いいたします。

　来年の大会で、またお会いできることを心より楽しみにしております。

中止のお知らせ

2020専修大学カップ神奈川県学童軟式野球選手権大会

「
ち
よ
く
る
」ポ
ー
ト

神
田
10
号
館
に
設
置

と
と
も
に

地域
社
会
貢
献
活
動

　
神
田
10
号
館
に
、
千
代
田

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

「
ち
よ
く
る
」
の
専
用
ポ
ー

ト（
貸
し
出
し
・
返
却
場
所
）

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
利
用

に
は
会
員
登
録
が
必
要
。

神
田
10
号
館
１
階

喫
茶
室
オ
ー
プ
ン

10
号
館
１
階
の
喫
茶
室

「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ-

Ｋ
ａ

ｆ
ｆ
ｅ
ｅ
」
が
７
月
17
日

（
金
）
に
オ
ー
プ
ン
す
る

写
真
。
当
面
の
間
、
営
業

時
間
は
月
〜
金
曜
の
11
〜
17

時
。

訃　
　

報

中
谷
和
夫
氏
（
な
か
た
に
・

か
ず
お
）
元
文
学
部
教
授

　
５
月
24
日
、
84
歳
で
死

去
。
１
９
６
７
年
か
ら
72

年
、
94
年
か
ら
２
０
０
６
年

ま
で
在
職
。
専
門
は
認
知
心

理
学
。




